
〔
要
旨
〕
藤
原
実
資
が
生
き
た
平
安
時
代
中
期
は
、
安
倍
晴
明
ら
陰
陽
師

が
頭
角
を
現
し
た
時
代
で
あ
る
。
宮
廷
行
事
を
執
り
行
う
前
に
、
先
ず
は

彼
ら
の
勘
申
に
始
ま
り
、
日
程
の
吉
凶
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
吉
日
を
選

ん
で
行
わ
れ
る
。
宮
廷
行
事
だ
け
で
な
く
、
貴
族
個
人
の
家
内
の
行
事
や

寺
社
仏
閣
の
参
詣
な
ど
日
常
の
生
活
に
至
る
ま
で
、
陰
陽
道
は
深
く
浸
透

し
て
く
る
。
彼
ら
の
占
い
無
く
し
て
は
生
活
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
ほ

ど
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
く
る
。

今
回
は
、
天
皇
の
錫
紵
事
を
取
り
上
げ
、
喪
葬
令
に
よ
っ
て
期
間
が
決

め
ら
れ
た
行
事
に
、
陰
陽
道
の
禁
忌
が
い
か
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
貴

族
た
ち
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
行
動
す
る
の
か
。
特
に
天
皇

の
傍
近
く
に
い
て
、
天
皇
の
仕
事
を
取
り
仕
切
る
藤
原
実
資
を
代
表
と
す

る
為
政
者
た
ち
が
、
期
間
が
決
め
ら
れ
た
行
事
に
陰
陽
道
の
禁
忌
が
介
入

し
て
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
事
態
が
発
生
し
た
時
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
を
『
小
右
記
』
に
登
場
す
る
事
例
を
み
な
が
ら
検
証
す
る
。
ま
た
、

御
衰
日
・
御
本
命
日
な
ど
天
皇
自
身
に
関
わ
る
陰
陽
道
の
禁
忌
と
具
注
暦

の
暦
注
と
し
て
書
き
込
ま
れ
て
い
る
重
復
日
な
ど
の
悪
日
や
物
忌
な
ど
、

そ
の
日
に
影
響
を
及
ぼ
す
禁
忌
の
取
り
扱
い
方
を
通
し
て
、
ど
ち
ら
を
重

要
視
し
て
儀
式
を
執
り
行
う
の
か
な
ど
、
禁
忌
の
違
い
に
よ
っ
て
重
要
度

の
違
い
が
見
え
て
く
る
。
ま
た
、
錫
紵
期
間
を
決
め
る
際
に
は
、
薨
去
し

た
人
物
の
政
治
上
の
立
場
と
権
力
者
（
こ
の
時
は
藤
原
道
長
）
の
意
向
に

左
右
さ
れ
る
様
子
も
う
か
が
え
る
。

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
錫
紵
事
で
あ
る
が
、
実
資
を
は
じ
め

と
す
る
こ
の
時
代
の
為
政
者
の
陰
陽
道
の
禁
忌
に
対
す
る
考
え
方
を
知
る

う
え
で
、
意
義
の
あ
る
研
究
で
あ
る
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕
藤
原
実
資
・
錫
紵
・
陰
陽
道
・
前
例
・
重
復
日

『
小
右
記
』
に
み
え
る
錫
紵
事
、
期
間
と
陰
陽
道
の
禁
忌
に
つ
い
て天

岡
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は
じ
め
に

今
回
の
小
稿
で
は
、
天
皇
の
錫
紵
事
に
陰
陽
道
の
禁
忌
が
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
、
そ
の
期
間
を
中
心
に
述
べ
る
。

錫
紵
と
は
、
天
皇
が
二
等
親
以
上
の
喪
に
服
す
時
に
着
用
す
る
喪
服
の

こ
と
で
あ
る
。『
令
集
解
』
喪
葬
令
に
「
錫
紵
者
。
錫
色
紵
服
耳
。
鑞
黒

日
レ

錫
。
然
則
。
黒
染
淺
色
耳
。」
と
あ
り
、
黒
染
め
の
浅
い
色
の
喪
服
の

事
で
縫
製
は
縫
殿
寮
が
行
っ
た
。
天
皇
は
、
こ
の
喪
服
を
身
に
つ
け
儀
式

を
行
っ
た
。

錫
紵
期
間
に
つ
い
て
は
、
喪
葬
令
に
「
天
皇
者
太
上
天
皇
並
同
也
。
凡

服
二

錫
紵
一

除
二

白
衣
一

日
限
。
専
可
レ

依
二

儀
制
令
一

者
。（
中
略
）
但
日

限
。
依
二

儀
制
令
一

三
日
可
レ

服
耳
。」
と
あ
り
、
期
間
は
、
儀
制
令
に
よ

っ
て
三
日
間
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、「
可
レ

有
二

發
喪
日
一

。
此
日
可
レ

服

者
」
と
、
喪
を
発
し
た
そ
の
日
か
ら
着
服
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

（『
令
集
解
』
喪
葬
令
）
尚
、
薨
奏
日
と
着
服
日
の
関
係
で
あ
る
が
、『
小

右
記
』
の
時
代
は
、
ほ
ぼ
同
日
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
以
前
の
仁
明
天

皇
、
清
和
天
皇
の
頃
は
同
日
で
は
な
く
、
陽
成
天
皇
の
頃
、
九
世
紀
末
か

ら
同
日
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う（
�

）。
天
皇
は
、
こ
の
令
が

定
め
る
規
定
を
守
り
錫
紵
を
着
し
、
除
す
こ
と
に
な
る
。

今
回
の
小
稿
で
は
論
じ
な
い
が
、
今
後
の
研
究
の
対
象
と
な
る
の
で
、

天
皇
の
実
父
・
実
母
に
あ
た
る
一
等
親
が
死
去
し
た
場
合
の
素
服
の
期
間

も
あ
げ
て
お
い
た
。
こ
の
時
、
ど
の
よ
う
な
素
服
を
着
用
し
た
の
か
、
錫

紵
と
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
は
、
三
条
天
皇
が
、
父
の
冷
泉
天
皇

が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
着
用
し
た
も
の
が
『
権
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
主
上
此
夜
服
二

麻
一

御
倚
盧
云
々
、」（『
権
記
』
寛
弘
八
年
十
一
月
十
六

日
条
）
と
あ
り
、
麻
の
素
服
で
あ
っ
た
。

天
皇
の
父
母
の
場
合
の
期
間
は
十
三
日
間
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
同
じ

く
喪
葬
令
に
「
凡
服
紀
者
。
為
二

君
父
母
及
夫
本
主
一

一
年
。
祖
父
母
。
養

父
母
。
五
月
。
曾
祖
父
母
。
外
祖
父
母
。
伯
叔
父
姑
。
妻
。
兄
弟
姉
妹
。

夫
之
父
母
。
嫡
子
。
三
月
。
高
祖
父
母
。
舅
。
姨
。
嫡
母
。
継
母
。
継
父

同
居
。
異
父
兄
弟
姉
妹
。
衆
子
。
嫡
孫
。
一
月
。
衆
孫
。
従
父
兄
弟
姉

妹
。
兄
弟
子
。
七
日
。」（『
令
集
解
』
喪
葬
令
）
と
あ
り
、
こ
の
う
ち
の

「
為
二

君
父
母
及
夫
本
主
一

一
年
。」
と
、
あ
る
よ
う
に
実
父
、
実
母
が
亡
く

な
る
と
服
喪
期
間
は
一
年
間
と
な
り
、
月
を
日
に
換
算
し
て
十
三
日
と
な

る
。「
一
年
謂
。
以
二

十
三
月
一

為
レ

限
。
不
レ

計
二

潤
月
一

。
其
五
月
以
下
。

並
皆
計
レ

日
也
。」「
一
年
服
者
。
以
二

十
三
月
一

為
レ

限
。
五
月
以
下
計
レ

日

先
宜
。」（『
令
集
解
』
喪
葬
令
）
一
年
は
、
閏
年
を
含
ま
ず
十
三
ヶ
月
と
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し
、
さ
ら
に
日
に
換
算
し
て
十
三
日
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
十
三
日
間

運
用
が
始
ま
っ
た
の
は
淳
和
天
皇
・
仁
明
天
皇
・
文
徳
天
皇
か
ら
と
さ
れ

て
い
る（
�

）。
素
服
期
間
に
お
い
て
も
、
通
常
の
十
三
日
間
ば
か
り
で
な

く
、
十
四
日
間
や
十
五
日
間
と
い
う
も
の
も
あ
り
、
諸
道
の
博
士
達
の
議

論
に
よ
る
も
の
か（
�

）、
そ
れ
と
も
早
い
時
期
か
ら
陰
陽
道
の
禁
忌
を
避

け
る
た
め
の
延
長
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

昌
子
内
親
王
が
崩
御
し
た
際
に
、
一
条
天
皇
の
錫
紵
を
如
何
に
行
う
の

か
を
決
め
る
た
め
に
、
藤
原
行
成
が
藤
原
順
子
、
正
子
内
親
王
、
藤
原
温

子
な
ど
過
去
の
皇
太
后
が
対
象
者
に
な
っ
た
場
合
の
事
例
を
引
い
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
最
も
古
い
貞
観
十
三
年
九
月
二
十
八
日
に
崩
御
し
た
藤

原
順
子
を
対
象
と
し
た
清
和
天
皇
の
錫
紵
事
が
慣
例
と
な
っ
て
引
き
継
が

れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
権
記
』
に
は
「
諸
道
勘
文

具
見
国
史
、
朝
議
定
、
心
喪
五

月
、
制
レ

服
三
日
、」（『
権
記
』
長
保
元
年
十
二
月
五
日
条
）
と
あ
り
、
諸

道
の
博
士
の
協
議
に
よ
っ
て
三
日
間
の
着
服
が
定
め
ら
れ
た
。
つ
い
で
、

延
喜
七
年
六
月
八
日
に
崩
御
し
た
藤
原
温
子
の
場
合
も
、
当
時
の
紀
伝
・

明
経
・
明
法
等
博
士
た
ち
に
対
す
る
勘
申
が
行
わ
れ
、
決
着
が
つ
か
な
い

な
か
藤
原
菅
根
が
「
准
二

諸
儒
勘
文
一

、
可
レ

有
二

三
日
御
服
一

、」（『
権
記
』

同
日
条
）
と
、
順
子
の
前
例
に
従
う
べ
き
だ
と
主
張
し
、
三
日
間
と
し

た
。
天
皇
の
一
等
親
に
は
当
た
ら
な
い
、
皇
太
后
が
崩
御
し
た
場
合
の
錫

紵
期
間
は
、
こ
う
し
た
前
例
を
も
と
に
慣
例
化
し
た
。

天
皇
の
錫
紵
期
間
と
素
服
期
間
（
天
皇
の
父
母
）
に
つ
い
て

天
皇
の
錫
紵
事
に
つ
い
て
は
、
古
記
録
に
多
く
記
載
が
あ
り
、
こ
こ
に

あ
げ
た
人
物
の
記
録
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
、
調
べ
た
限
り

で
は
、『
貞
信
公
記
』『
九
暦
』『
小
右
記
』『
権
記
』『
御
堂
関
白
記
』『
親

信
卿
記
』『
左
経
記
』『
中
右
記
』『
小
記
目
録
』『
西
宮
記
』『
日
本
紀
略
』

『
政
事
要
略
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
そ
の
期
間
を
整

理
し
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
発
生
、
期
間
が
延
長
さ
れ
た
り
、
短
縮
さ
れ
た

り
し
た
事
例
に
つ
い
て
詳
し
く
検
証
す
る
。
こ
こ
に
書
き
だ
し
た
人
物
の

条
件
は
、
記
事
に
素
服
ま
た
は
錫
紵
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
着
除
の
月

日
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
定
し
た
。
故
人
と
（

）
内
は
そ
の
時
に

錫
紵
を
着
し
た
天
皇
と
故
人
と
の
関
係
と
等
親
で
あ
る
。

錫
紵
期
間

・
三
日
間
（
規
定
通
り
）

後
一
条
天
皇
（
後
朱
雀
天
皇
・
実
兄
・
二
等
親
）『
左
経
記
』

源
兼
子
（
円
融
天
皇
・
祖
母
・
二
等
親
）『
親
信
卿
記
』

楽
子
内
親
王
・
盛
子
内
親
王
（
一
条
天
皇
・
叔
母
・
二
等
親
）『
権
記
』
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藤
原
定
子
（
一
条
天
皇
・
皇
后
）『
権
記
』『
日
本
紀
略
』

永
平
親
王
（
一
条
天
皇
・
叔
父
・
二
等
親
）『
小
右
記
』

藤
原
兼
家
（
一
条
天
皇
・
外
祖
父
・
二
等
親
）『
小
右
記
』『
小
記
目

録
』『
本
朝
世
紀
』

保
明
親
王
（
醍
醐
天
皇
・
嫡
子
・
一
等
親
）『
西
宮
記
』『
日
本
紀
略
』

源
自
明
（
村
上
天
皇
・
兄
・
二
等
親
）『
九
暦
』『
日
本
紀
略
』

源
惟
時
（
醍
醐
天
皇
・
不
明
）『
西
宮
記
』

藤
原
安
子
（
村
上
天
皇
・
中
宮
）『
西
宮
記
』『
北
山
抄
』

藤
原
順
子
（
清
和
天
皇
・
祖
母
・
二
等
親
）『
権
記
』『
中
右
記
』『
西

宮
記
』

藤
原
温
子
（
醍
醐
天
皇
・
養
母
・
一
等
親
）『
権
記
』『
日
本
紀
略
』

『
扶
桑
略
記
』『
西
宮
記
』

康
子
内
親
王
（
村
上
天
皇
・
姉
・
二
等
親
）『
九
暦
』『
日
本
紀
略
』

式
明
親
王
（
村
上
天
皇
・
兄
・
二
等
親
）『
小
右
記
』『
西
宮
記
』『
日

本
紀
略
』
※
御
衰
日
に
錫
紵
を
除
く
。

均
子
内
親
王
（
醍
醐
天
皇
・
妹
・
二
等
親
）『
小
右
記
』『
貞
信
公
記
』

『
日
本
紀
略
』
※
重
日
に
錫
紵
を
除
く
。

敦
康
親
王
（
後
一
条
天
皇
・
兄
・
二
等
親
）『
小
右
記
』
※
重
日
に
錫

紵
を
除
く
。

雅
子
内
親
王
（
村
上
天
皇
・
姉
・
二
等
親
）『
西
宮
記
』
※
復
日
に
錫

紵
を
除
く
。

・
四
日
間
（
一
日
延
長
）

尊
子
内
親
王
（
花
山
天
皇
・
姉
・
二
等
親
）『
小
右
記
』

勤
子
内
親
王
（
朱
雀
天
皇
・
姉
・
二
等
親
）『
小
右
記
』『
日
本
紀
略
』

『
本
朝
世
紀
』

重
明
親
王
（
村
上
天
皇
・
兄
・
二
等
親
）『
小
右
記
』『
扶
桑
略
記
』

『
一
代
要
記
』

藤
原
道
長
（
後
一
条
天
皇
・
外
祖
父
・
二
等
親
）『
小
右
記
』

宇
多
天
皇
（
朱
雀
天
皇
・
祖
父
・
二
等
親
）『
日
本
紀
略
』『
貞
信
公
記

抄
』『
扶
桑
略
記
』『
西
宮
記
』

藤
原

子
（
円
融
天
皇
・
中
宮
）『
小
記
目
録
』『
日
本
紀
略
』

・
二
日
間
（
一
日
短
縮
）

昭
平
親
王
（
三
条
天
皇
・
叔
父
・
二
等
親
）『
小
右
記
』『
西
宮
記
』

・
錫
紵
の
期
間
を
設
け
な
か
っ
た

昌
子
内
親
王
（
一
条
天
皇
・
天
皇
の
二
親
等
と
は
み
な
さ
ず
）『
小
右

記
』『
権
記
』

素
服
期
間
（
天
皇
の
父
母
）

・
十
三
日
間
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仁
明
天
皇
（
文
徳
天
皇
・
実
父
・
一
等
親
）『
日
本
紀
略
』

文
徳
天
皇
（
清
和
天
皇
・
実
父
・
一
等
親
）『
日
本
紀
略
』『
日
本
文
徳

天
皇
実
録
』

藤
原
穏
子
（
村
上
天
皇
・
実
母
・
一
等
親
）『
九
暦
』『
西
宮
記
』『
日

本
紀
略
』

村
上
天
皇
（
冷
泉
天
皇
・
実
父
・
一
等
親
）『
日
本
紀
略
』『
本
朝
世

紀
』円

融
天
皇
（
一
条
天
皇
・
実
父
・
一
等
親
）『
小
記
目
録
』『
日
本
紀

略
』藤

原
詮
子
（
一
条
天
皇
・
実
母
・
一
等
親
）『
権
記
』『
小
記
目
録
』

『
日
本
紀
略
』
※
『
日
本
紀
略
』
で
は
錫
紵
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

・
十
四
日
間

光
孝
天
皇
（
宇
多
天
皇
・
実
父
・
一
等
親
）『
日
本
紀
略
』

冷
泉
天
皇
（
三
条
天
皇
・
実
父
・
一
等
親
）『
小
右
記
』『
権
記
』『
御

堂
関
白
記
』『
日
本
紀
略
』

・
十
五
日
間

淳
和
天
皇
（
仁
明
天
皇
・
叔
父
、
父
に
擬
す
。
一
等
親
）『
日
本
紀
略
』

陰
陽
道
の
禁
忌
の
影
響

今
回
の
小
稿
で
は
、
天
皇
の
錫
紵
事
に
陰
陽
道
の
禁
忌
が
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
を
論
じ
る
。
錫
紵
事
は
、
陰
陽
道
の
禁
忌
の
ほ
か

神
今
食
、
相
撲
節
会
な
ど
の
宮
中
の
年
中
行
事
と
の
日
程
調
整
で
も
影
響

を
う
け
る
例
も
あ
る
が
、
当
時
の
為
政
者
た
ち
が
最
も
気
を
使
っ
た
の

が
、
陰
陽
道
の
禁
忌
で
あ
る
こ
と
が
『
小
右
記
』
や
『
権
記
』
か
ら
う
か

が
え
る
。
こ
こ
で
言
う
陰
陽
道
の
禁
忌
と
は
、
日
記
を
記
す
具
註
暦
に
暦

注
と
し
て
書
き
込
ま
れ
て
い
る
悪
日
や
物
忌
な
ど
の
こ
と
を
指
す
。

『
小
右
記
』
を
読
む
と
「
引
見
二

暦
一

」（『
小
右
記
』
長
和
二
年
二
月
二

十
六
日
条
、
寛
仁
二
年
四
月
九
日
条
、
長
元
五
年
十
一
月
二
十
九
日
条
な

ど
）
と
あ
り
、
朝
廷
の
儀
式
や
年
中
行
事
は
も
と
よ
り
、
家
の
行
事
、
寺

へ
の
参
詣
な
ど
外
出
に
至
る
ま
で
、
必
ず
暦
を
見
て
、
暦
注
の
吉
凶
を
確

認
し
て
か
ら
行
動
に
移
っ
て
お
り
、
平
安
貴
族
に
と
っ
て
暦
の
暦
注
は
日

常
生
活
を
営
む
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
し
て
、
守
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
陰
陽
道
の
禁
忌
に
対
す
る
知
識
を
有
し
て
い
な
い
と
宮
中
行
事
を

取
り
仕
切
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
わ
か
る
。『
小
右
記
』

七
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や
『
権
記
』
の
記
述
に
よ
る
と
、
彼
ら
が
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
陰

陽
道
の
禁
忌
に
対
処
し
て
お
り
、
突
発
的
な
事
件
の
発
生
、
そ
れ
に
伴
う

日
程
の
変
更
な
ど
に
瞬
時
に
対
応
す
る
能
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
彼
ら
は
対
応
能
力
を
磨
く
た
め
に
、
陰
陽
家
と
交
わ
り
、
書
物
を
読

み
、
新
し
い
知
識
を
蓄
え
、
前
例
を
引
く
た
め
の
記
録
を
収
集
し
、
自
身

の
経
験
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
自
ら
も
記
録
し
、
そ
れ
が
『
小
右
記
』

や
『
権
記
』
と
い
う
か
た
ち
で
伝
え
ら
れ
た
。

陰
陽
道
の
禁
忌
に
触
れ
な
い
よ
う
諸
行
事
を
行
お
う
と
す
る
と
、
ど
う

し
て
も
延
期
や
期
間
の
延
長
な
ど
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
事
態
が
発
生
し
て
し

ま
う
。
そ
れ
は
、
天
皇
の
錫
紵
事
に
お
い
て
も
同
じ
で
、
特
に
凶
事
で
あ

る
錫
紵
事
に
は
気
を
使
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
小
稿
で
は
、
錫
紵
期
間
中
に

何
ら
か
の
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
発
生
し
た
事
例
を
取
り
上
げ
、
期
間
が
延
長

さ
れ
た
り
、
縮
め
ら
れ
た
り
、
禁
忌
と
さ
れ
る
日
に
着
除
が
行
わ
れ
た
り

す
る
事
例
を
取
り
上
げ
、
陰
陽
道
の
禁
忌
が
及
ぼ
し
た
影
響
と
為
政
者
た

ち
が
と
っ
た
対
応
策
を
検
証
す
る
。
対
象
と
な
る
事
例
を
見
つ
け
る
た
め

に
古
記
録
を
探
し
て
み
た
が
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
発
生
状
況
や
原
因
が
詳

し
く
記
さ
れ
て
い
た
の
が
、
藤
原
実
資
の
『
小
右
記
』
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
昌
子
内
親
王
、
藤
原
定
子
、
藤
原
詮
子
、
冷
泉
天
皇
に
つ
い
て
は
藤

原
行
成
の
『
権
記
』
に
詳
し
く
記
載
が
あ
る
が
、
陰
陽
道
の
禁
忌
に
触
れ

た
場
合
の
日
程
変
更
や
そ
の
場
合
の
対
処
の
仕
方
が
記
載
さ
れ
て
い
た
の

が
『
小
右
記
』
で
あ
っ
た
た
め
、
藤
原
実
資
の
『
小
右
記
』
を
中
心
に
論

じ
る
こ
と
に
し
た
。

『
小
右
記
』
に
見
え
る
錫
紵
事

『
小
右
記
』
と
は
、
藤
原
道
長
と
同
時
代
を
生
き
、
知
識
人
貴
族
と
呼

ば
れ
、
後
に
右
大
臣
に
昇
る
藤
原
実
資
が
、
円
融
天
皇
か
ら
後
朱
雀
天
皇

ま
で
五
十
年
余
り
に
わ
た
っ
て
書
き
記
し
た
日
記
で
あ
る
。
当
時
の
朝
廷

の
儀
式
運
営
、
貴
族
の
日
常
生
活
を
知
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
史
料
で
あ
る
。

『
小
右
記
』
に
見
え
る
の
は
、
永
平
親
王
、
尊
子
内
親
王
、
資
子
内
親

王
（
錫
紵
を
除
く
記
事
が
な
く
、
対
象
と
せ
ず
）、
藤
原
道
長
、
昭
平
親

王
、
敦
康
親
王
、
そ
し
て
道
長
の
葬
送
事
の
記
事
の
中
で
事
例
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
勤
子
内
親
王
・
重
明
親
王
・
式
明
親
王
・
均
子
内
親

王
ら
い
ず
れ
も
天
皇
の
二
等
親
に
あ
た
る
人
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
の

事
例
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
錫
紵
期
間
と
延
長
し
た
理
由
、
禁
忌
を

述
べ
る
。
年
代
順
で
は
な
く
、
以
下
の
例
示
別
に
分
類
す
る
。

①
規
定
通
リ
の
三
日
間
で
終
了
し
た
場
合
。

八
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②
陰
陽
道
の
禁
忌
や
年
中
行
事
の
日
程
な
ど
と
重
な
り
、
錫
紵
期
間
を
延

長
し
た
場
合
。

③
同
じ
理
由
で
短
縮
し
た
場
合
。

④
陰
陽
道
の
禁
忌
の
日
を
何
ら
か
の
事
情
で
選
択
し
た
場
合
。

①
錫
紵
の
期
間
三
日
間
、
通
常
通
り
行
わ
れ
た
場
合
。

永
平
親
王
の
例
。

・『
小
右
記
』
の
記
載

永
延
二
年
十
一
月
十
九
日
、
二
十
三
日
。

・
出
自
と
概
略

村
上
天
皇
の
第
八
皇
子
、
四
品
兵
部
卿
。
母
は
、
左
大

臣
藤
原
師
尹
女
芳
子
。

・
対
象
天
皇

一
条
天
皇
。
二
親
等
に
あ
た
る
。

・
薨
去

永
延
二
年
十
月
十
三
日
。

・
薨
奏
日
と
着
服
日

永
延
二
年
十
一
月
二
十
三
日
。
同
日
。

・
除
い
た
日

不
詳
。

表
一
『
小
右
記
』
に
見
え
る
天
皇
の
錫
紵
事
の
表
。

八
一



・
実
資
の
立
場

正
四
位
下
。
左
中
将
、
中
宮
権
大
夫
、
蔵
人
頭
。

永
平
親
王
の
錫
紵
の
経
過
。

・
十
月
十
三
日
、
丙
寅
。
薨
去
。

・
十
一
月
二
十
三
日
、
丙
午
。
薨
奏
。
戌
一
点
、
錫
紵
を
着
す
。

・
十
一
月
二
十
五
日
、
戊
申
。
九
坎
。
錫
紵
を
除
く
。
錫
紵
期
間
終
了
。

親
王
の
薨
奏
と
錫
紵
に
つ
い
て
は
、「
来
廿
三
日
不
レ

當
二

御
衰
日
・
御

本
命
日
・
院
御
衰
日
・
太
后
御
衰
日
・
摂
政
衰
日
一

、
仍
彼
廿
三
日
可
レ

有
二

薨
奏
一

之
由
、」（
十
一
月
十
九
日
条
）
と
、
一
条
天
皇
の
御
衰
日
・
御

本
命
日
・
円
融
院
の
御
衰
日
・
太
后
藤
原
詮
子
の
御
衰
日
・
摂
政
藤
原
兼

家
の
衰
日
に
当
た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
二
十
三
日
に
薨
奏
と
錫
紵
を

着
け
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

永
平
親
王
の
葬
送
事
は
、「
依
二

御
物
忌
一

以
レ

詞
奏
聞
、
奏
文
留
候
、」

（
同
二
十
三
日
条
）
と
、
二
十
三
日
の
薨
奏
は
天
皇
の
物
忌
で
あ
っ
た
の

で
、
奏
文
で
は
な
く
口
頭
で
奏
上
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
衰
日
な
ど
陰
陽
道

の
禁
忌
に
触
れ
る
日
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
服
喪
は
期
間
通
り
、
三
日

間
で
終
了
し
て
い
る
。

こ
の
日
の
記
事
に
よ
り
、
薨
奏
は
、
天
皇
本
人
、
そ
の
父
母
（
円
融
院

と
詮
子
）、
外
祖
父
・
一
上
（
兼
家
）
の
衰
日
と
天
皇
の
本
命
日
に
さ
え

あ
た
ら
な
け
れ
ば
実
施
し
て
も
い
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
最
も
運
気

が
弱
る
と
さ
れ
る
陰
陽
道
の
禁
忌
で
あ
る
衰
日
と
本
命
日
は
回
避
さ
れ
る

対
象
で
あ
っ
た
。

薨
奏
の
日
か
ら
三
日
間
が
錫
紵
の
期
間
に
あ
た
る
が
、
当
日
の
二
十
三

日
条
の
記
事
に
よ
る
と
、「
今
朝
召
二

保
遠
於
蔵
人
所
一

、
令
レ

擇
下

申
裁
二│

縫
錫
紵
一

及
着
御
又
除
御
等
時
剋
上

、」
と
、
再
び
慶
滋
保
遠
を
蔵
人
所
に

呼
び
、
錫
紵
を
裁
縫
す
る
時
刻
と
着
脱
の
時
刻
を
選
ば
せ
て
い
る
。「
召
二

内
蔵
寮
絹
一

、
度
二

縫
殿
一
一申
點
、
令
二

裁
染
一

、
戌
一
點
着
御
之
、」（
同
二
十

三
日
条
）
に
よ
る
と
、
縫
殿
寮
に
製
作
を
申
し
付
け
る
の
は
申
の
一
点

（
午
後
三
時
頃
）、
錫
紵
を
着
す
の
が
戌
の
一
点
（
午
後
七
時
頃
）
で
あ

る
。
除
す
時
間
の
記
載
は
な
く
、「
従
二

今
日
一

三
个
日
一

不
二

音
奏
一

、」

（
同
二
十
三
日
条
）
と
、
三
日
間
音
を
奏
せ
ず
と
し
て
い
る
。
こ
の
後
、

『
小
右
記
』
に
脱
し
た
日
と
時
間
の
記
事
は
な
い
が
、
問
題
が
発
生
し
た

と
い
う
記
事
も
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
規
定
通
り
三
日
間
行
わ
れ
、
十
一

月
二
十
五
日
に
期
間
を
終
え
て
い
る
と
想
定
す
る
。
た
だ
、
気
に
な
る
の

は
、
十
一
月
二
十
五
日
は
戊
申
で
九
坎（
�

）に
あ
た
る
が
、
陰
陽
家
た
ち

の
指
摘
も
な
く
、
実
資
も
言
及
し
て
い
な
い
の
で
、
九
坎
、
即
ち
坎
日
は

錫
紵
を
除
く
行
為
に
影
響
し
な
い
と
い
う
判
断
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。

八
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②
錫
紵
の
期
間
四
日
間
。
陰
陽
道
の
禁
忌
で
あ
る
復
日
と
忌
火
御
膳
、
斎

月
に
よ
る
延
長
。

尊
子
内
親
王
の
例
。

・『
小
右
記
』
の
記
載

寛
和
元
年
五
月
二
十
七
日
、
二
十
九
日
。

・
出
自
と
概
略

冷
泉
院
二
宮
。
二
品
。
円
融
天
皇
女
御
。
花
山
天
皇
の

同
母
姉
。

・
対
象
天
皇

花
山
天
皇
。
二
親
等
に
あ
た
る
。

・
薨
去

寛
和
元
年
五
月
二
日
。

・
薨
奏
日
と
着
し
た
日

寛
和
元
年
五
月
二
十
七
日
。

・
除
い
た
日

寛
和
元
年
五
月
二
十
九
日
半
夜
（
翌
日
に
日
が
変
わ
る
直

前
）。

・
延
長
理
由

三
日
目
に
あ
た
る
五
月
二
十
九
日
が
復
日
に
当
た
る
た

め
、
延
長
。

・
実
資
の
立
場

従
四
位
上
。
中
将
、
中
宮
亮
、
蔵
人
頭
。

尊
子
内
親
王
の
錫
紵
経
過
。

・
五
月
二
日
、
丙
午
。
薨
去
。

・
五
月
二
十
七
日
、
辛
未
。
薨
奏
。
錫
紵
を
着
す
。

・
五
月
二
十
八
日
、
壬
申
。

・
五
月
二
十
九
日
、
癸
酉
。
復
日
。
本
来
の
錫
紵
期
間
終
了
日
。

・
六
月
一
日
、
甲
戌
。
忌
火
御
膳
。
寅
の
初
刻
（
午
前
三
時
頃
）
に
錫
紵

を
除
く
。

実
資
は
、
寛
和
元
年
五
月
二
十
七
日
に
尊
子
内
親
王
の
薨
奏
が
行
わ
れ

た
こ
と
を
知
り
、
今
ま
で
延
引
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
疑
問
視
し
て
い
る
。

薨
去
か
ら
二
十
五
日
も
経
過
し
て
薨
奏
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
、
期
間
が
長
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
み
て
い
る
。

『
小
右
記
』
寛
和
元
年
五
月
二
十
九
日
、
薨
奏
か
ら
三
日
目
に
あ
た
る

こ
の
日
に
「
今
日
可
レ

令
レ

除
二

錫
紵
一

給
、
晴
明
勘
二│

申
戌
時
一

、
又
追
申

送
云
、
今
日
復
日
也
、
明
日
卯
時
冝
欤
、」（
寛
和
元
年
五
月
二
十
九
日

条
）
と
、
陰
陽
家
の
安
倍
晴
明
が
錫
紵
事
を
勘
申
し
て
き
た
。
錫
紵
を
除

く
当
日
に
な
っ
て
、
今
日
は
復
日
で
陰
陽
道
の
禁
忌
に
あ
た
り
ま
す
か

ら
、
今
日
は
や
め
て
、
明
日
の
卯
の
時
、
午
前
五
時
か
ら
七
時
に
除
い
た

方
が
よ
ろ
し
い
で
す
と
言
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
復
日
と
は
、
具
注
暦
の

下
段
に
記
さ
れ
る
暦
注
で
、
こ
の
日
に
吉
事
を
行
う
と
吉
が
重
な
っ
て
良

い
の
で
あ
る
が
、
反
対
に
凶
事
を
行
え
ば
凶
が
重
な
る
と
い
う
日
で
あ

る（
�

）。
当
然
、
凶
事
で
あ
る
錫
紵
を
行
う
に
は
よ
ろ
し
く
な
い
日
と
さ

れ
た
。『
西
宮
記
』
巻
十
二
凶
事
に
「
御
本
命
日
及
朔
日
重
復
日
不
レ

可
レ

申
二

凶
事
一

」
と
あ
り
、
避
け
る
べ
き
日
と
し
て
い
る
。
晴
明
は
、
こ
れ
を

理
由
に
次
の
日
に
延
期
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
申
し
出
た
の
で
あ
る
。

八
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そ
れ
な
ら
ば
、
錫
紵
の
期
間
を
設
定
し
た
際
に
は
、
す
で
に
暦
注
で
二
十

九
日
は
復
日
だ
と
わ
か
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
時
は
見

過
ご
し
、
当
日
に
な
っ
て
か
ら
変
更
を
伝
え
て
く
る
の
は
疑
問
で
あ
る
。

突
然
言
わ
れ
た
実
資
を
は
じ
め
と
す
る
蔵
人
所
の
役
人
た
ち
は
大
変
で
あ

る
。
天
皇
を
は
じ
め
大
臣
た
ち
、
担
当
の
役
所
に
も
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
し
か
も
困
っ
た
こ
と
に
「
明
日
是
供
二

忌
火
御
膳
一

、
又
斎
月

也
、」（
同
日
条
）
と
、
明
日
は
、
六
月
一
日
で
忌
火
御
膳
を
供
す
日
、
斎

月
に
な
る
の
で
あ
る
。
仏
事
で
あ
る
錫
紵
を
行
う
の
が
容
易
に
で
き
な
い

日
で
あ
り
、
月
で
あ
っ
た
。「
及
二

明
日
一

如
何
、
又
被
レ

過
二

日
數
一

如

何
、」（
同
日
条
）
明
日
に
及
ぶ
の
は
い
か
が
な
も
の
か
、
日
数
を
過
ぎ
て

し
ま
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
慌
て
る
と
こ
ろ
に
蔵
人
の
藤
原
宣
孝
が

「
延
喜
間
過
二

日
數
一

有
二

被
レ

除
之
例
一

」（
同
日
条
）
と
、
延
喜
年
間
に
錫

紵
期
間
を
過
ぎ
た
例
が
あ
る
と
報
告
し
て
き
た
。
調
べ
て
み
る
と
確
か
に

「
在
二

延
喜
九
年
一

、
而
不
レ

合
二

此
例
一

、
既
及
二

斎
月
一

、
若
以
二

半
夜
一

令
レ

除
如
何
、」（
同
日
条
）
と
、
宣
孝
が
示
し
た
通
り
、
そ
の
例
は
延
喜
九
年

に
あ
っ
た
が
、
今
回
は
す
で
に
斎
月
に
及
ん
で
い
る
た
め
、
こ
の
例
に
は

合
わ
な
い
の
で
、
半
夜
に
除
す
し
か
方
法
が
な
い
と
結
論
を
出
し
か
け
た

の
で
あ
る
が
、
花
山
天
皇
の
命
で
再
度
、
安
倍
晴
明
を
呼
び
、
も
う
一
度

正
確
な
日
時
を
問
う
こ
と
に
な
る
。
晴
明
は
、「
明
日
寅
初
剋
冝
欤
」（
同

日
条
）
と
、
明
日
の
寅
の
初
刻
（
午
前
三
時
頃
）
に
除
く
の
が
い
い
と
勘

申
し
た
。
こ
の
頃
の
一
日
の
終
わ
り
は
寅
の
刻
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日

付
が
変
わ
る
瞬
時
に
、
五
月
二
十
九
日
と
六
月
一
日
の
合
間
で
執
り
行
う

の
が
い
い
と
言
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
何
と
も
綱
渡
り
的
な
折
衷
案
で
、

陰
陽
道
的
な
答
え
で
も
な
く
、
暦
に
つ
い
て
の
多
少
の
知
識
が
あ
る
人
間

な
ら
誰
で
も
考
え
つ
き
そ
う
な
答
え
で
あ
っ
た
。「
猶
不
二

甘
心
一

之
事

也
、」（
同
日
条
）
と
、
実
資
が
納
得
い
か
な
い
の
も
無
理
は
な
い
。
無
理

は
な
い
が
、
晴
明
が
示
し
た
こ
の
方
法
し
か
他
に
手
段
が
な
く
、
日
付
が

変
わ
る
瞬
時
を
狙
っ
て
錫
紵
が
除
さ
れ
た
。

尊
子
内
親
王
の
事
例
で
の
結
論
は
、
錫
紵
を
除
す
に
あ
た
り
陰
陽
道
の

禁
忌
に
あ
た
る
復
日
は
避
け
る
こ
と
、
避
け
る
こ
と
で
期
間
が
四
日
間
に

延
長
さ
れ
て
も
、
前
例
を
示
せ
ば
問
題
な
く
儀
式
が
執
り
行
え
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
陰
陽
家
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
蔵
人
所
の
役
人
に
と
っ
て
、
急
な
日
程
の
変
更
、
陰
陽
道
の
禁

忌
の
発
生
に
備
え
て
、
い
つ
で
も
前
例
を
出
せ
る
よ
う
に
備
え
て
お
く
こ

と
の
必
要
性
が
問
わ
れ
た
事
例
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
経
験
が
、
実
資
の

豊
富
な
情
報
の
収
集
、
今
で
い
う
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
蓄
積
に
つ
な
が
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

八
四



こ
の
実
資
の
豊
富
な
知
識
が
大
い
に
発
揮
さ
れ
た
の
が
、
藤
原
道
長
が

死
去
し
た
時
で
あ
る
。
最
高
権
力
者
の
死
に
際
し
て
、
頼
通
を
中
心
に
朝

廷
内
が
俄
か
に
慌
た
だ
し
く
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
か
ら
、

薨
奏
に
関
わ
る
儀
式
の
順
序
の
こ
と
や
、
使
用
す
る
衣
服
の
こ
と
、
年
末

か
ら
正
月
に
か
け
て
の
儀
式
や
年
中
行
事
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
停
止
や

延
期
の
指
示
を
仰
い
で
く
る
。
こ
の
中
で
、
後
一
条
天
皇
の
錫
紵
は
如
何

に
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
実
資
の
指
示
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
か
検
証
し
て
み
る
。

②
藤
原
道
長
の
例
。
道
長
の
場
合
も
錫
紵
の
期
間
が
、
四
日
間
に
及
ん
だ

事
例
で
あ
る
。

・『
小
右
記
』
の
記
載

萬
壽
四
年
十
二
月
五
日
、
六
日
、
七
日
、
十
日
。

・
出
自
と
概
略

藤
原
兼
家
の
五
男
。
前
摂
政
、
太
政
大
臣
。

・
対
象
天
皇

後
一
条
天
皇
。
外
祖
父
に
あ
た
り
二
親
等
。

・
入
滅
日

萬
壽
四
年
十
二
月
四
日
。

・
薨
奏
日
と
着
し
た
日

萬
壽
四
年
十
二
月
七
日
。

・
除
い
た
日

萬
壽
四
年
十
二
月
十
日

卯
の
時
（
午
前
五
時
か
ら
七

時
）。

・
延
長
の
理
由

三
日
目
に
あ
た
る
十
二
月
九
日
が
重
日
だ
っ
た
た
め
。

・
実
資
の
立
場

正
二
位
。
右
大
臣
、
右
大
将
、
皇
太
弟
傳
。

『
小
右
記
』
萬
壽
四
年
十
二
月
五
日
の
記
事
に
よ
る
と
、
宮
道
式
光
が
、

昨
夜
に
道
長
が
亡
く
な
り
、
子
の
刻
（
午
後
十
一
時
か
ら
午
前
一
時
）
に

入
棺
し
、
七
日
に
葬
送
が
あ
る
と
伝
え
て
く
る
。
六
日
に
な
っ
て
、
天
皇

の
薨
奏
と
錫
紵
に
つ
い
て
頭
中
将
源
顕
基
が
指
示
を
仰
い
で
き
た
。
関
白

藤
原
頼
通
の
問
に
対
し
て
、
実
資
は
「
明
日
可
レ

行
二

葬
送
事
一

、
同
日
可

レ

有
二

薨
奏
・
御
錫
紵
・
警
固
・
�

關
等
事
一

欤
、」（
六
日
条
）
と
、
七
日

に
葬
送
事
を
行
う
な
ら
ば
、
同
じ
日
に
薨
奏
・
錫
紵
・
警
固
・
固
關
等
を

行
う
べ
き
だ
が
、
七
日
に
錫
紵
を
着
す
場
合
、「
明
日
服
着
、
錫
紵
令
レ

除

給
之
日
當
二

重
日
一

、
尋
二

前
跡
一

可
レ

被
レ

行
欤
、
可
レ

被
レ

縮
二

日
數
一

欤
、

將
可
レ

被
レ

延
欤
、」（
同
日
条
）
と
、
錫
紵
を
除
く
日
が
重
日
に
当
た
っ
て

し
ま
う
の
で
、
前
例
を
調
べ
て
行
う
よ
う
、
ま
た
七
日
に
錫
紵
を
行
っ
た

場
合
は
、
重
日
を
避
け
る
た
め
に
日
数
を
縮
め
る
の
か
、
そ
う
で
は
な

く
、
延
ば
す
べ
き
で
あ
る
と
返
答
し
た
。

道
長
の
錫
紵
の
経
過
。

・
十
二
月
七
日
、
癸
酉
。
薨
奏
・
錫
紵
着
・
警
固
・
固
關
を
行
う
。

・
十
二
月
八
日
、
甲
戌
。

・
十
二
月
九
日
、
乙
亥
。
重
日

錫
紵
三
日
目
。
本
来
の
期
間
終
了
日
。

・
十
二
月
十
日
、
丙
子
。
帰
忌

錫
紵
四
日
目
。
錫
紵
を
除
す
。

八
五



こ
の
日
程
で
は
、
本
来
の
期
間
終
了
日
は
重
日
に
あ
た
り
、
翌
日
な
ら

禁
忌
に
あ
た
ら
な
い
の
で
、
期
間
を
四
日
間
に
延
長
し
て
行
え
ば
い
い
と

い
う
考
え
方
で
あ
る
。

頼
通
は
、「
明
日
可
レ

被
レ

行
二

警
固
・
�

關
事
一

、
御
錫
紵
日
數
不
レ

満
二

限
日
一

事
頗
可
レ

輕
欤
、
先
行
二

固
關
事
一

、
又
擇
二

吉
日
一

薨
奏
、
警
固

・
々
關
等
同
日
被
レ

行
如
何
、
又
廢
朝
日
數
有
下

過
二

御
錫
紵
日
數
一

之
例
上

欤
、」（
六
日
条
）
と
、
薨
奏
、
警
固
・
固
關
等
は
、
吉
日
を
選
ん
で
同
じ

日
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
錫
紵
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
三
日
間

と
い
う
日
数
に
拘
ら
ず
、
廃
朝
の
日
数
が
錫
紵
の
日
数
を
過
ぎ
る
例
が
あ

る
の
か
と
尋
ね
て
き
た
。
実
資
は
、「
仰
二

大
外
記
賴
隆
一

令
レ

勘
二│

申
一

前

例
一

、
以
二

其
勘
文
一

明
旦
令
レ

見
二

下
官
一

、」
と
、
大
外
記
清
原
賴
隆
に
対

し
て
、
前
例
を
調
べ
て
勘
文
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
自
分
に
見
せ
る
よ
う
に

命
じ
て
い
る
。
錫
紵
の
期
間
に
、
重
日
な
ど
の
陰
陽
道
の
禁
忌
が
入
っ
た

場
合
は
、
三
日
間
と
い
う
期
間
に
拘
る
こ
と
な
く
、
延
長
し
て
も
か
ま
わ

な
い
が
、
但
し
、
延
長
す
る
に
は
前
例
を
あ
げ
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

清
原
賴
隆
が
勘
文
で
あ
げ
て
、
実
資
に
示
し
た
前
例
。
萬
壽
四
年
十
二
月

七
日
条
に
記
載
。

②
錫
紵
の
期
間
四
日
間
の
事
例
。

勤
子
内
親
王
の
例

・
出
自
と
概
略

醍
醐
天
皇
第
五
皇
女
。
四
品
。
母
は
更
衣
源
周
子
。
藤

原
師
輔
室
。

・
対
象
天
皇

朱
雀
天
皇
。
天
皇
の
姉
に
あ
た
り
、
二
親
等
に
あ
た
る
。

・
薨
去

天
慶
元
年
十
一
月
五
日
。

薨
奏
日
と
着
し
た
日

天
慶
元
年
十
一
月
九
日
。

・
除
い
た
日

天
慶
元
年
十
一
月
十
二
日
。

・
延
長
理
由

三
日
目
に
あ
た
る
十
一
月
十
一
日
が
朱
雀
天
皇
の
御
衰
日

に
当
た
っ
た
た
め
延
長
。

朱
雀
天
皇
の
錫
紵
の
経
過

・
十
一
月
九
日
、
壬
子
。
薨
奏
。
錫
紵
を
着
す
。

・
十
一
月
十
日
、
癸
丑
。

・
十
一
月
十
一
日
、
甲
寅
。
三
日
目
。
本
来
の
終
了
日
。
朱
雀
天
皇
の
御

衰
日
。

・
十
一
月
十
二
日
、
乙
卯
。
四
日
目
。
錫
紵
を
除
す
。

朱
雀
天
皇
は
、
延
長
元
年
七
月
二
十
四
日
生
ま
れ
、
こ
の
年
数
え
年
で

十
六
歳
。
こ
の
年
の
行
年
衰
日
は
、
寅
と
申
の
日（
�

）。
三
日
目
の
十
一

日
は
甲
寅
の
日
で
天
皇
の
衰
日
に
当
た
っ
た
た
め
、
一
日
延
長
し
て
四
日

八
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間
と
な
っ
た
。

②
重
明
親
王
の
例
。
四
日
間
。

・
出
自
と
概
略

醍
醐
天
皇
第
四
皇
子
。
三
品
。
式
部
卿
。
母
は
更
衣
源

昇
女
。
吏
部
王
。

・
対
象
天
皇

村
上
天
皇
。
天
皇
の
兄
に
あ
た
り
、
二
親
等
に
あ
た
る
。

・
薨
去

天
暦
八
年
九
月
十
四
日
。

・
薨
奏
日
と
着
し
た
日

天
暦
八
年
九
月
二
十
日
。

・
除
い
た
日

天
暦
八
年
九
月
二
十
三
日
。

・
延
長
理
由

三
日
目
に
あ
た
る
九
月
二
十
二
日
が
重
日
に
当
た
っ
た
た

め
延
長
。

村
上
天
皇
錫
紵
の
経
過

・
九
月
二
十
日
、
辛
卯
。
薨
奏
。
錫
紵
を
着
す
。

・
九
月
二
十
一
日
、
壬
辰
。

・
九
月
二
十
二
日
、
癸
巳
。
三
日
目
。
重
日
。
本
来
の
終
了
日
。

・
九
月
二
十
三
日
、
甲
午
。
四
日
目
。
錫
紵
を
除
す
。

④
錫
紵
の
期
間
三
日
間
。
御
衰
日
に
除
い
た
事
例
。

式
明
親
王
の
例
。

・
出
自
と
概
略

醍
醐
天
皇
第
六
皇
子
。
三
品
。
中
務
卿
。
母
は
源
和

子
。

・
対
象
天
皇

村
上
天
皇
。
天
皇
の
兄
に
あ
た
り
、
二
親
等
に
あ
た
る
。

・
薨
去

康
保
三
年
十
二
月
十
七
日
。

・
薨
奏
日
と
着
し
た
日

康
保
三
年
十
二
月
二
十
二
日
。

・
除
い
た
日

康
保
三
年
十
二
月
二
十
四
日
。

・
御
衰
日
に
除
い
た
理
由

実
資
の
説
明
に
よ
る
と
「
避
二

復
日
一

給
也
」

（『
小
右
記
』
萬
壽
四
年
十
二
月
七
日
条
）
復
日
に
あ
た
っ
た
が
、
規
定
通

り
三
日
間
で
終
了
し
た
。

村
上
天
皇
錫
紵
の
経
過
。

・
十
二
月
二
十
二
日
、
壬
午
。
薨
送
。
錫
紵
を
着
す
。

・
十
二
月
二
十
三
日
、
癸
未
。

・
十
二
月
二
十
四
日
、
甲
申
。
御
衰
日
。
錫
紵
を
除
く
。
規
定
通
り
三
日

目
。

・
十
二
月
二
十
五
日
、
乙
酉
。

・
十
二
月
二
十
六
日
、
丙
戌
。
本
命
日
。

村
上
天
皇
は
、
延
長
四
年
六
月
二
日
生
ま
れ
で
、
こ
の
年
数
え
年
で
四

十
一
歳
。
こ
の
年
の
行
年
衰
日
は
、
寅
と
申
の
日
。
従
っ
て
、
十
二
月
二

十
四
日
は
衰
日
に
あ
た
る
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
凶
事
を
行
っ
て
は
い
け

八
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な
い
日
と
さ
れ
る
。
翌
日
の
二
十
五
日
は
、
調
べ
る
限
り
陰
陽
道
の
禁
忌

で
は
な
く
、
実
資
が
言
っ
て
い
る
「
復
日
を
避
け
る
」
で
も
な
い
。
一
日

延
長
し
て
二
十
五
日
行
え
ば
、
い
け
な
い
と
さ
れ
る
衰
日
に
わ
ざ
わ
ざ
除

く
必
要
は
な
い
。
な
ぜ
、
延
長
さ
れ
ず
衰
日
に
除
く
こ
と
に
な
っ
た
の

か
、
今
の
と
こ
ろ
わ
か
ら
な
い
。『
西
宮
記
』
巻
十
二
「
天
皇
錫
紵
儀
」

に
「
康
保
三
、
式
明
親
王
薨
日
不
レ

量
、
知
二

除
日
一

復
日
除
給
、
雖
二

御

物
忌
一

、
出
二

御
簾
一

外
着
給
、」
と
あ
り
、
こ
こ
で
も
復
日
に
除
い
た
と

し
て
い
る
。
物
忌
の
期
間
中
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
、
二
十
六
日
は
天

皇
の
本
命
日
に
あ
た
り
、
最
も
凶
事
を
し
て
は
い
け
な
い
と
す
る
日
な
の

で
、
複
雑
に
禁
忌
が
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

④
錫
紵
の
期
間
三
日
間
。
重
日
に
除
い
た
事
例

均
子
内
親
王
の
例
。

・
出
自
と
概
略

宇
多
天
皇
女
。
母
は
藤
原
温
子
。
敦
慶
親
王
妃
。

・
対
象
天
皇

醍
醐
天
皇
。
天
皇
の
異
母
妹
に
あ
た
り
、
二
親
等
に
あ
た

る
。

・
薨
奏
日
と
着
し
た
日

延
喜
十
年
二
月
二
十
五
日
。

・
除
い
た
日

延
喜
十
年
二
月
二
十
七
日
。
重
日
。

・
重
日
に
除
い
た
理
由

一
日
延
長
し
て
四
日
間
と
し
た
場
合
、
醍
醐
天

皇
の
衰
日
に
当
た
っ
て
し
ま
う
か
ら
。

醍
醐
天
皇
錫
紵
の
日
程

・
二
月
二
十
五
日
、
乙
酉
。
薨
奏
。
錫
紵
を
着
す
。

・
二
月
二
十
六
日
、
丙
戌
。

・
二
月
二
十
七
日
、
丁
亥
。
三
日
目
。
重
日
。
錫
紵
を
除
す
。
規
定
通
り

三
日
目
。

・
二
月
二
十
八
日
、
戊
子
。
御
衰
日
。

醍
醐
天
皇
は
、
元
慶
九
年
一
月
十
八
日
生
ま
れ
で
、
こ
の
年
数
え
年
二

十
六
歳
。
こ
の
年
の
行
年
衰
日
は
、
子
の
日
と
午
の
日
。
期
間
を
一
日
延

長
し
て
四
日
間
に
す
る
と
、
醍
醐
天
皇
の
衰
日
に
当
た
っ
て
し
ま
い
、
重

日
で
あ
っ
て
も
規
定
通
り
三
日
間
で
除
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
重
日
か
衰
日

か
の
選
択
の
場
合
、
こ
の
時
は
、
天
皇
の
衰
日
の
方
を
重
く
見
て
重
日
に

除
い
た
の
で
あ
る
。

実
資
は
、「
御
衰
日
・
重
日
例
不
レ

宜
、
前
太
政
大
臣
御
事
能
避
二

事

忌
一

可
レ

被
レ

行
レ

之
、」（
萬
壽
四
年
十
二
月
七
日
条
）
と
、
衰
日
と
重
日

に
除
く
例
は
よ
ろ
し
く
な
い
と
し
て
、
道
長
の
葬
送
行
事
は
、
事
忌
を
避

け
て
行
う
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。「
前
太
政
大
臣
者
雖
二

臣
下
一

外

祖
父
也
、」（
萬
壽
四
年
十
二
月
六
日
条
）
と
、
天
皇
の
外
祖
父
に
あ
た
る

八
八



人
物
な
の
だ
か
ら
、
前
例
に
基
づ
い
て
、
後
世
に
恥
じ
ぬ
よ
う
き
っ
ち
り

と
行
う
べ
き
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。「
日
限
不
レ

満
之
例
側
所
レ

覺
也
、

而
未
二

尋
出
一

、
抑
日
數
減
例
与
延
行
例
只
可
レ

在
二

御
定
一

者
也
、」（
十
二

月
七
日
条
）
三
日
の
期
間
を
満
た
さ
ず
し
て
終
了
し
た
例
、
日
数
を
減
ら

し
た
例
と
延
ば
し
て
行
っ
た
例
は
あ
る
は
ず
だ
と
、
こ
と
の
大
概
を
賴
隆

に
伝
え
て
い
る
。

一
連
の
道
長
の
葬
送
事
は
、
実
資
の
助
言
に
基
づ
い
て
「
今
日
薨
奏
・

服
御
錫
紵
事
・
警
固
・
�

關
可
レ

行
也
、
錫
紵
四
个
日
除
給
有
二

両
度

例
一

、
尤
佳
事
也
、
依
二

彼
等
例
一

及
二

四
个
日
一

除
給
也
」（
同
日
条
）
と
、

錫
紵
の
期
間
を
一
日
延
長
し
て
四
日
間
で
除
い
た
勤
子
内
親
王
の
例
と
重

明
親
王
の
例
を
前
例
と
し
て
四
日
間
で
除
く
こ
と
に
決
定
し
た
。
最
も
良

い
こ
と
だ
と
綴
っ
て
い
る
。

④
錫
紵
の
期
間
三
日
間
。
重
日
に
除
い
た
事
例
。

敦
康
親
王
（
式
部
卿
親
王
）
の
例
。

・『
小
右
記
』
の
記
載

寛
仁
二
年
十
二
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日
。

・
出
自
と
概
略

一
条
天
皇
の
第
一
皇
子
。
母
は
藤
原
定
子
。

・
対
象
天
皇

後
一
条
天
皇
。
天
皇
の
異
母
兄
で
二
親
等
に
あ
た
る
。

・
薨
去

寛
仁
二
年
十
二
月
十
七
日
。

・
薨
奏
日
と
着
し
た
日

寛
仁
二
年
十
二
月
二
十
七
日
。

・
除
い
た
日

寛
仁
二
年
十
二
月
二
十
九
日
の
夜
半
。

・
実
資
の
立
場

正
二
位
。
大
納
言
、
右
大
将
。

後
一
条
天
皇
の
錫
紵
経
過
。

・
十
二
月
十
七
日
、
乙
巳
。
薨
去
。

・
十
二
月
二
十
七
日
、
乙
卯
。
薨
奏
。
亥
の
時
、
錫
紵
を
着
す
。

・
十
二
月
二
十
八
日
、
丙
辰
。
御
衰
日
。

・
十
二
月
二
十
九
日
、
丁
巳
。
錫
紵
期
間
、
三
日
目
。
重
日
。
夜
半
に
除

く
。

・
十
二
月
三
十
日
、
戊
午
。
復
日
。

・
正
月
一
日
、
己
未
。
御
衰
日
。

『
小
右
記
』
十
二
月
二
十
七
日
条
で
「
今
夜
可
レ

着
二

御
錫
紵
一

、
無
下

可
二

除
給
之
一

日
上

、
廿
九
日
重
日
、
明
日
坎
日
、」
と
、
あ
る
よ
う
に
凶

日
ば
か
り
が
並
び
、「
無
下

可
二

除
給
一

之
日
上

、」
と
、
錫
紵
を
着
し
た
日

以
外
に
除
く
日
が
な
い
と
い
う
厳
し
い
日
程
で
あ
る
。
こ
の
時
、
担
当
し

た
陰
陽
家
は
安
倍
吉
平
で
あ
っ
た
。
ど
の
日
に
除
け
ば
い
い
の
か
判
断
が

難
し
い
中
で
、
吉
平
は
、「
吉
平
申
云
、
重
日
有
レ

例
、
康
保

三
年
、
坎
日
猶
可
二

忌
避
御
一

、
但
今
日
着
御
日
内
除
御
冝
欤
、」（
二
十
七
日
条
）
と
、
康
保

三
年
に
重
日
に
除
い
た
例
が
あ
る
と
し
て
、
坎
日
に
除
く
こ
と
は
忌
避
す

八
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べ
き
だ
が
、
重
日
な
ら
前
例
が
あ
る
の
で
二
十
九
日
に
除
す
こ
と
を
進
言

し
て
い
る
。
た
だ
、
着
し
た
当
日
に
除
す
こ
と
が
最
善
で
あ
る
と
も
進
言

し
た
。

坎
日（
�

）と
は
、
出
行
を
忌
む
暦
注
で
百
事
を
挙
げ
る
の
に
凶
と
す
る
、

九
坎
と
い
う
。
し
か
し
、
二
十
八
日
は
九
坎
で
は
な
く
、
後
一
条
天
皇
の

衰
日
に
あ
た
る
。
後
一
条
天
皇
は
、
寛
弘
五
年
生
ま
れ
で
、
こ
の
年
数
え

年
で
十
一
歳
、
行
年
衰
日
は
辰
の
日
と
戌
の
日
で
あ
る
。
二
十
八
日
は
辰

の
日
、
ま
さ
に
凶
事
を
最
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
で
あ
る
。
吉
平

が
言
っ
た
坎
日
と
は
、
九
坎
を
指
す
の
で
は
な
く
、
天
皇
の
衰
日
を
指
し

て
お
り
、
除
く
こ
と
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ

る
。
衰
日
と
重
日
で
は
、
除
い
た
前
例
の
あ
る
重
日
の
方
が
、
事
故
が
起

こ
ら
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
延
長
し
て
四
日
間
に
し
て
も
、
三
十

日
は
復
日
で
、
こ
の
日
も
凶
事
は
行
え
な
い
、
し
か
も
晦
日
で
あ
る
。
結

局
の
と
こ
ろ
、
吉
平
の
意
見
に
従
い
、
規
定
通
り
三
日
目
の
二
十
九
日
に

「
主
上
去
廿
七
日
着
二

御
錫
紵
一

、
今
夜
�

半
除
給
云
�

、
依
二

重
日
一

用
二

夜
半
一

云
�

、」（
二
十
九
日
条
）
と
、
重
日
で
あ
る
た
め
夜
半
に
錫
紵
を

除
く
こ
と
に
な
り
、
行
っ
て
い
る
。
吉
平
が
用
い
た
康
保
三
年
の
例
と

は
、
萬
壽
四
年
の
道
長
の
時
に
も
引
用
さ
れ
た
式
明
親
王
の
事
例
で
あ
ろ

う
が
、
親
王
の
場
合
は
重
日
で
は
な
く
、
村
上
天
皇
の
衰
日
に
除
い
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
ま
だ
、
他
に
例
が
あ
る
の
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
気
に
な
る
の
が
、
吉
平
が
言
っ
た
「
今
日
着
御
日
内
除
御
冝

欤
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
錫
紵
の
期
間
を
縮
め
る
と
い
う
提
案
で
あ

る
。
実
資
は
、
錫
紵
の
期
間
に
つ
い
て
延
長
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
柔

軟
に
対
応
す
る
が
、
短
縮
す
る
こ
と
に
は
非
常
に
慎
重
で
あ
る
。
吉
平
の

言
う
通
り
、
着
し
た
当
日
に
除
け
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
禁
忌
の
日
に
除
く
必
要

が
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
重
日
の
日
を
選
択
し
て
い
る
。
短
縮
し
た
く

な
い
理
由
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
期
間
を
短
縮
し
た
唯
一
の
事
例
で
あ
る

昭
平
親
王
の
例
を
見
て
み
る
。

③
錫
紵
の
期
間
二
日
間
。
期
間
を
縮
め
て
行
っ
た
事
例
。

昭
平
親
王
の
例
。

・『
小
右
記
』
の
記
載

長
和
二
年
七
月
六
日
、
十
六
日
、
十
七
日
、
十

八
日
。

・
出
自
と
概
略

村
上
天
皇
第
五
皇
子
。
母
は
更
衣
藤
原
正
妃
。

・
対
象
天
皇

三
条
天
皇
。
天
皇
の
叔
父
で
二
親
等
に
あ
た
る
。

・
薨
去

長
和
二
年
六
月
二
十
八
日
。

・
薨
奏
日
と
着
し
た
日

長
和
二
年
七
月
十
七
日
。

・
除
い
た
日

長
和
二
年
七
月
十
八
日
。

九
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・
実
資
の
立
場

正
二
位
。
大
納
言
、
右
大
将
。

三
条
天
皇
の
錫
紵
経
過
。

・
七
月
十
七
日
、
丁
未
。
薨
奏
。
戌
の
剋
、
錫
紵
を
着
す
。

・
七
月
十
八
日
、
戊
申
。
錫
紵
を
除
す
。
道
長
の
衰
日
。

・
七
月
十
九
日
、
己
酉
。
御
衰
日
。

・
七
月
二
十
日
、
庚
戌
。
復
日
。
相
撲
召
仰
。

昭
平
親
王
の
薨
奏
・
錫
紵
ま
で
の
流
れ
。

『
小
右
記
』
長
和
二
年
七
月
六
日
条
に
よ
る
と
。
頭
弁
藤
原
朝
経
が

「
令
レ

着
二

錫
紵
一

給
之
日
・
薨
奏
之
日
不
レ

同
日
例
侍
乎
、
薨
奏
事
可
レ

避
二

一
上
御
忌
一

歟
、
薨
奏
延
及
二

相
撲
之
期
一

、
若
過
二

相
撲
一

之
後
有
二

件
奏
一

者
、
音
楽
事
難
レ

行
欤
、」
と
、
錫
紵
を
着
す
日
と
薨
奏
の
日
が
同
日
で
は

な
い
例
は
な
い
か
、
薨
奏
は
左
大
臣
藤
原
道
長
の
衰
日
を
除
い
て
行
う
べ

き
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
、
薨
奏
事
が
伸
び
れ
ば
相
撲
の
時
期
に
及
ん
で
し

ま
う
、
相
撲
が
済
ん
で
か
ら
薨
奏
を
行
え
ば
音
楽
事
を
行
う
の
は
難
し
い

の
か
な
ど
を
尋
ね
て
き
た
。
六
月
二
十
八
日
に
昭
平
親
王
が
亡
く
な
り
、

そ
の
一
連
の
葬
送
行
事
が
年
中
行
事
の
相
撲
節
と
被
っ
て
く
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
実
資
の
答
え
は
、

・
錫
紵
を
着
す
日
と
薨
奏
の
日
が
同
日
で
は
な
い
例
は
な
い
か
と
い
う
問

に
つ
い
て
。

「
不
レ

能
二

尋
得
一

」（
七
月
六
日
条
）
と
、
そ
の
例
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
。

今
ま
で
の
錫
紵
の
事
例
を
検
討
し
て
も
、
別
の
日
に
行
っ
た
と
い
う
事
例

は
な
い
。

・
相
撲
召
合
と
音
楽
の
事
の
問
に
つ
い
て
。

延
喜
七
年
七
月
二
十
八
日
の
御
記
を
引
い
て
、
美
濃
守
源
是
恒
が
卒
去

し
た
際
に
は
相
撲
召
合
事
を
中
止
し
た
。
美
濃
守
源
是
恒
は
、
光
孝
天
皇

の
皇
子
で
醍
醐
天
皇
に
は
伯
父
、
二
親
等
に
あ
た
る
た
め
錫
紵
の
対
象
者

と
な
っ
た
。
源
是
恒
の
例
は
、「
御
傍
親
」（
長
和
二
年
七
月
六
日
条
）
よ

り
相
撲
召
合
は
中
止
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
天
慶
六
年
七
月
二
十
七
日
に

薨
去
し
た
元
良
親
王
の
場
合
は
、
相
撲
召
合
の
当
日
で
、
し
か
も
音
楽
事

も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
元
良
親
王
が
朱
雀
天
皇
の
御
傍
親
で
は
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
元
良
親
王
は
、
陽
成
天
皇
の
皇
子
で
、
朱
雀
天
皇
の
二
親

等
に
は
当
た
ら
な
い
、
錫
紵
も
対
象
外
で
る
。
故
に
、
相
撲
召
合
も
行
わ

れ
、
音
楽
事
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
昭
平
親
王
の
場
合
は
、
御
傍

親
（
天
皇
の
叔
父
で
二
親
等
）
で
あ
る
の
で
、
左
大
臣
の
道
長
の
判
断
を

仰
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
と
、
回
答
し
た
。
し
か
し
、
道
長
は
、
こ
の
時
こ
の

件
に
つ
い
て
、
な
か
な
か
判
断
を
下
さ
な
か
っ
た
。
娘
の
妍
子
の
出
産
と

重
な
り
、
そ
ち
ら
の
方
に
気
持
ち
が
傾
い
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

・
薨
奏
は
左
大
臣
藤
原
道
長
の
衰
日
を
除
い
て
行
う
べ
き
か
と
い
う
問
に
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対
し
て
。

「
薨
奏
之
日
尤
可
レ

避
二

當
時
一
上
忌
日
一

欤
、」（
同
六
日
条
）
と
、
一
上

（
道
長
）
の
忌
日
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
回
答
し
た
。
永
延
二
年
十

一
月
十
九
日
の
永
平
親
王
薨
去
の
際
は
、
当
時
の
一
上
、
藤
原
兼
家
の
衰

日
は
避
け
て
行
わ
れ
て
い
る
。

昭
平
親
王
の
場
合
は
、
相
撲
節
が
迫
っ
て
き
て
い
る
状
況
で
、
尚
且
つ

道
長
の
衰
日
、
三
条
天
皇
の
衰
日
も
あ
っ
て
、
ま
さ
に
「
一
定
大
略
無
二

冝
日
一

、」（
同
六
日
条
）
と
、
錫
紵
を
除
く
た
め
の
適
当
な
日
が
な
い
と

い
う
状
態
で
あ
っ
た
が
、
昭
平
親
王
の
薨
奏
が
終
わ
っ
て
か
ら
相
撲
召
合

が
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
が
実
資
の
考
え
で
あ
っ
た
。

十
六
日
、
実
資
は
道
長
に
会
い
、
昭
平
親
王
の
薨
奏
と
相
撲
節
の
日
程

に
つ
い
て
確
認
す
る
。「
薨
奏
以
前
今
日
可
レ

有
二

相
撲
召
仰
一

、
明
日
可
レ

有
二

薨
奏
一

者
、
是
内
�

議
定
欤
、」（『
小
右
記
』
長
和
二
年
七
月
十
六
日

条
）
と
、
十
六
日
に
召
仰
を
行
い
、
十
七
日
に
薨
奏
を
行
う
と
い
う
日
程

が
内
々
で
決
め
ら
れ
て
い
る
と
う
話
を
確
認
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
日

程
は
、
実
資
が
考
え
る
最
善
の
日
程
と
は
大
き
く
異
な
る
。
実
資
は
、
道

長
に
対
し
て
、「
明
日
薨
奏
後
御
錫
紵
除
給
了
、
雖
レ

迫
二

相
撲
期
一

、
有
二

召
仰
一

可
レ

冝
欤
、」（
同
十
六
日
条
）
と
、
明
日
の
薨
奏
の
後
に
錫
紵
を
除

き
、
相
撲
の
期
間
に
迫
っ
て
い
て
も
、
そ
の
後
に
召
仰
が
あ
る
の
が
よ
い

で
し
ょ
う
と
、「
薨
以
前
有
二

召
仰
一

、
不
快
之
事
也
、」（
同
十
六
日
条
）

と
、
薨
奏
の
前
に
召
仰
が
あ
る
の
は
、
よ
ろ
し
く
な
い
、
不
快
な
こ
と
だ

と
提
案
し
た
。
道
長
も
実
資
の
意
図
を
汲
ん
で
お
り
、「
明
日
薨
奏
、
同

着
二

御
錫
紵
一

、
�

�

除
却
後
、
廿
日
有
二

召
仰
一

、
尤
上
計
也
、」（
同
十

六
日
条
）
と
、
回
答
し
た
。
十
七
日
に
薨
奏
を
行
い
、
錫
紵
を
着
し
、
除

し
た
後
、
二
十
日
に
召
仰
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

日
程
で
は
、
十
八
日
は
道
長
の
衰
日
、
十
九
日
は
三
条
天
皇
の
衰
日
で
あ

る
。
二
十
日
に
召
仰
を
行
う
な
ら
ば
、
十
八
日
か
十
九
日
の
ど
ち
ら
か
の

衰
日
に
錫
紵
を
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
十
八
日
に
設
定

す
れ
ば
、
前
例
が
な
い
一
日
短
縮
の
二
日
間
に
な
っ
て
し
ま
う
。
召
仰
を

行
う
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
二
十
日
に
設
定
す
る
こ
と
を
実
資
は
予

測
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
実
資
は
、
召
仰
の
日
を

も
う
少
し
後
に
遅
ら
せ
る
つ
も
り
で
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
召
仰

の
日
を
遅
ら
せ
れ
ば
、
薨
奏
の
後
、
錫
紵
の
期
間
を
一
日
延
長
す
れ
ば
、

復
日
で
は
あ
る
が
二
十
日
に
錫
紵
を
除
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
れ

ば
、
三
条
天
皇
と
道
長
の
衰
日
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
て
、
前
例
の
あ
る

四
日
間
で
錫
紵
期
間
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
無
事
に
相
撲
節
が
迎
え

ら
れ
る
と
想
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
道
長
は
実
資
の
思
惑

を
察
す
る
こ
と
な
く
、
い
き
な
り
二
十
日
に
召
仰
を
行
う
と
決
定
し
た
。

九
二



結
局
の
と
こ
ろ
、
召
仰
の
日
の
議
論
を
除
い
て
も
、
十
七
日
に
薨
奏
、

錫
紵
を
着
し
た
場
合
、
十
八
日
は
道
長
の
衰
日
、
十
九
日
は
三
条
天
皇
の

衰
日
、
二
十
日
は
復
日
と
、
一
日
延
長
し
た
だ
け
で
は
禁
忌
は
避
け
ら
れ

ず
二
日
間
延
長
の
前
例
を
つ
く
る
か
、
道
長
の
衰
日
を
無
視
し
て
一
日
短

縮
の
前
例
を
つ
く
る
し
か
方
法
が
な
い
事
例
で
あ
っ
た
。
道
長
は
、
後
者

を
と
っ
た
か
た
ち
に
な
っ
た
。

十
七
日
、
藤
原
懐
平
が
消
息
で
「
相
撲
召
仰
廿
日
可
レ

侍
云
�

、
薨
奏

今
日
可
レ

侍
也
、
但
錫
紵
令
レ

除
給
事
、
日
次
不
レ

冝
之
時
、
延
及
二

四
个

日
一

多
二

其
例
一

侍
、
但
縮
二

二
个
日
一

令
レ

除
給
事
、
未
レ

見
二

其
例
一

侍
、
而

此
度
二
日
可
二

令
レ

除
給
一

也
、
以
下

無
二

先
例
一

之
由
上

、
漏
申
二

左
府
一

侍
、」

（
同
十
七
日
条
）
と
、
伝
え
て
き
た
。
懐
平
も
道
長
の
決
定
に
納
得
が
い

か
な
い
の
か
、
錫
紵
を
除
く
こ
と
は
、
日
次
が
良
く
な
い
場
合
、
四
日
間

に
延
長
し
た
例
は
あ
る
。
し
か
し
、
二
日
間
に
縮
め
た
例
は
未
だ
か
っ
て

な
い
、
先
例
が
な
い
こ
と
を
道
長
に
訴
え
た
。
し
か
し
、
道
長
は
「
何
事

之
有
哉
」（
同
十
七
日
条
）
と
、「
何
事
か
あ
る
で
あ
ろ
う
か
」
と
、
考
え

直
す
余
地
は
ま
っ
た
く
な
く
、「
強
難
レ

申
侍
」（
同
十
七
日
条
）
と
、
そ

れ
以
上
、
強
く
言
え
な
か
っ
た
と
実
資
に
伝
え
て
き
た
。
し
か
し
、
日
数

を
縮
め
る
こ
と
に
納
得
が
い
か
な
い
実
資
は
、「
有
下

令
二

縮
除
一

之
事
上

、

弥
可
レ

縮
二

以
レ

日
易
レ

月
之
日
數
一

欤
、
頗
非
二

穏
便
一

耳
、」（
同
十
七
日

条
）
と
、
日
を
月
に
替
え
て
日
数
を
縮
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
頗
る
穏

便
で
は
な
い
と
皮
肉
っ
て
い
る
。

昭
平
親
王
の
錫
紵
は
、
道
長
の
強
い
指
示
で
、
こ
れ
ま
で
前
例
の
な
い

二
日
間
に
縮
め
て
行
わ
れ
た
の
だ
が
、
実
資
は
、
期
間
を
縮
め
る
と
い
う

こ
と
に
強
い
抵
抗
感
が
あ
っ
た
。
錫
紵
を
除
す
当
日
の
十
八
日
に
な
っ
て

も
、「
今
夜
可
レ

令
二

除
給
一

者
、
縮
レ

日
令
レ

除
給
、
未
聞
二

其
例
一

、」（
同

十
八
日
条
）
と
、
書
い
て
い
る
。
儀
制
令
で
決
ま
っ
て
い
る
期
間
を
縮
め

る
と
い
う
行
為
と
、
そ
れ
を
初
め
て
行
う
の
が
自
分
た
ち
で
あ
る
と
い
う

抵
抗
感
を
持
っ
て
お
り
、
良
か
ら
ぬ
こ
と
が
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
不
安
も
抱
え
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
凶
事
に
関
し
て
自
分
が
前
例

の
な
い
こ
と
を
す
る
、
前
例
を
つ
く
る
こ
と
に
対
し
て
拒
否
感
を
持
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
、「
左
相
國
所
二

奏
行
一

云
々
、」（
同
十
八
日
条
）
と
、

道
長
が
行
っ
た
こ
と
だ
と
、
念
を
押
す
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
後
の
寛
仁

二
年
十
二
月
の
敦
康
親
王
の
場
合
も
日
次
が
悪
く
、
安
倍
吉
平
が
、
日
次

が
悪
く
除
く
日
が
な
い
の
で
、
着
し
た
そ
の
日
の
う
ち
に
除
く
の
が
最
も

宜
し
い
、
こ
れ
な
ら
陰
陽
道
の
禁
忌
に
触
れ
な
い
か
ら
と
提
案
し
た
が
、

こ
の
案
を
否
定
し
て
、
前
例
が
多
く
有
る
重
日
に
行
っ
て
い
る
。
昭
平
親

王
の
例
は
、
良
く
な
い
前
例
と
し
て
、
実
資
の
中
に
留
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
ま
た
、
実
資
が
陰
陽
道
の
禁
忌
を
避
け
る
と
い
う
こ
と
以
上
に
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法
令
で
定
め
ら
れ
た
期
間
を
全
う
す
る
こ
と
を
遵
守
し
て
い
た
と
い
え

る
。錫

紵
期
間
を
対
象
に
陰
陽
道
の
禁
忌
に
対
す
る
実
資
の
考
え
方
を
見
て

き
た
。
実
資
は
禁
忌
に
触
れ
る
こ
と
を
最
も
重
要
視
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
実
資
が
も
っ
と
も
気
に

か
け
て
い
た
こ
と
は
、
担
当
す
る
事
案
に
は
必
ず
前
例
が
あ
る
と
い
う
こ

と
と
、
法
令
で
定
め
ら
れ
た
期
間
を
全
う
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

実
資
の
錫
紵
を
除
く
日
の
重
要
度
を
①
か
ら
順
に
す
る
と
、

①
期
間
を
縮
め
る
こ
と
。「
儀
制
令
」
に
定
め
ら
れ
た
期
間
に
違
反
。

そ
の
前
例
が
な
い
。

②
御
衰
日
に
除
く
こ
と
。
最
も
忌
む
べ
き
陰
陽
道
の
禁
忌
。

③
復
日
に
除
く
こ
と
。
陰
陽
道
の
禁
忌
。
式
明
親
王
の
例
が
あ
る
。

④
重
日
に
除
く
こ
と
。
期
間
を
延
長
し
て
も
御
衰
日
や
復
日
に
か
か
っ

て
し
ま
う
前
例
が
あ
る
。

⑤
期
間
を
延
長
す
る
。
御
衰
日
・
復
日
・
重
日
を
避
け
て
行
う
。
前
例

が
多
く
有
る
。

実
資
は
、
後
輩
た
ち
に
前
例
を
し
っ
か
り
調
べ
て
「
錫
紵
四
个
日
除
給

有
二

両
度
例
一

、
尤
佳
事
也
、
依
二

彼
等
例
一

及
二

四
个
日
一

除
給
也
」（
萬
壽

四
年
十
二
月
七
日
条
）
と
、
御
衰
日
・
復
日
・
重
日
を
避
け
て
期
間
を
四

日
間
に
延
長
し
て
行
う
こ
と
が
よ
い
と
⑤
で
行
う
よ
う
奨
励
し
て
い
る
。

以
上
、『
小
右
記
』
に
見
え
る
事
例
の
検
証
を
行
っ
た
が
、『
小
右
記
』

以
外
に
陰
陽
道
の
禁
忌
が
影
響
を
及
ぼ
し
た
事
例
を
検
証
す
る
。

・『
西
宮
記
』
に
記
載
さ
れ
た
錫
紵
期
間
が
延
長
さ
れ
た
事
例
。

・
宇
多
天
皇
の
例
。
錫
紵
期
間
四
日
間
。

・『
西
宮
記
』
巻
十
二
裏
書
太
上
天
皇
皇
祖
母
后
崩
條

・
対
象
天
皇

朱
雀
天
皇
。
祖
父
。
二
等
親
。

・
崩
御

承
平
元
年
七
月
十
九
日
。

・
着
し
た
日

承
平
元
年
七
月
二
十
五
日
。

・
除
い
た
日

承
平
元
年
七
月
二
十
八
日
。

・
延
長
理
由

三
日
目
に
あ
た
る
七
月
二
十
七
日
が
朱
雀
天
皇
の
衰
日

に
あ
た
っ
た
た
め
一
日
延
長
。

宇
多
天
皇
が
崩
御
し
た
時
、
孫
の
朱
雀
天
皇
は
、
延
長
元
年
七
月
二
十

四
日
生
ま
れ
の
数
え
年
十
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
、
衰
日
は
子
と
午
と
な

り
、
三
日
目
の
七
月
二
十
七
日
は
壬
子
、
従
っ
て
衰
日
と
な
り
、
一
日
延

長
し
て
四
日
間
と
な
っ
た
。
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・『
権
記
』
に
記
載
が
あ
る
着
服
期
間
が
延
長
さ
れ
た
事
例
。
こ
の
場
合

は
、
天
皇
の
父
母
に
あ
た
る
事
例
な
の
で
十
三
日
間
が
基
本
と
な
る
。

・
冷
泉
天
皇
の
例
。
着
服
期
間
十
四
日
間
。

・『
権
記
』
寛
弘
八
年
十
一
月
二
十
九
日
条
。

・
対
象
天
皇

三
条
天
皇
。
実
父
。
一
等
親
。

・
崩
御

寛
弘
八
年
十
月
二
十
四
日
。

・
葬
送
日
と
着
し
た
日

寛
弘
八
年
十
一
月
十
六
日
。

・
除
い
た
日

寛
弘
八
年
十
一
月
二
十
九
日
。

・
延
長
理
由

十
三
日
目
の
十
一
月
二
十
八
日
が
復
日
だ
っ
た
た
め
。

一
日
延
長
。

『
権
記
』
の
寛
弘
八
年
十
一
月
二
十
九
日
条
に
は
、「
五
七
日
當
レ

昨
、

然
而
依
二

復
日
一

今
日
被
レ

行
二

此
御
法
事
一

、
又
主
上
可
レ

令
レ

除
二

凶
服
一

云
々
、
戌
刻
云
々
、」
と
あ
り
、
前
日
の
二
十
八
日
が
本
来
の
五
七
日
法

要
と
凶
服
を
除
く
日
で
あ
っ
た
が
、
二
十
八
日
が
復
日
に
当
た
る
た
め
一

日
延
長
さ
れ
翌
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た
。

『
西
宮
記
』
と
『
権
記
』
の
例
で
も
、
日
程
が
陰
陽
道
の
禁
忌
に
触
れ

る
な
ら
、
そ
の
日
を
回
避
し
て
、
一
日
期
間
が
延
長
さ
れ
、
四
日
間
、
十

四
日
間
と
さ
れ
た
。

ま
と
め

錫
紵
に
つ
い
て
、『
小
右
記
』
に
記
載
の
あ
る
人
物
の
例
を
見
て
き
た

が
、
そ
の
結
果
、
薨
奏
を
行
っ
て
錫
紵
を
着
す
日
よ
り
も
、
除
く
日
、
凶

事
ご
と
が
終
わ
る
日
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
陰
陽
家
の
安
倍
晴
明
や
安
倍
吉
平
を
呼
び
出
し
て
、
如
何
に
す
れ
ば

陰
陽
道
の
禁
忌
に
触
れ
ず
安
心
安
全
に
期
間
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
る
の

か
を
議
論
し
て
お
り
、
陰
陽
家
も
実
資
ら
が
納
得
す
る
よ
う
な
事
例
を
多

く
集
め
て
座
に
臨
み
、
そ
の
議
論
の
内
容
と
過
程
、
結
果
を
『
小
右
記
』

に
詳
し
く
記
載
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

前
例
を
多
く
集
め
る
の
は
、
期
間
を
延
長
し
た
こ
と
や
、
禁
忌
の
日
に

除
い
た
こ
と
で
後
に
災
い
が
起
き
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
で
あ

る
。
過
去
に
災
い
が
起
き
て
い
な
け
れ
ば
、
今
回
も
起
こ
ら
な
い
と
い
う

確
証
を
得
て
か
ら
執
り
行
う
た
め
で
あ
る
。
故
に
、
前
例
が
必
要
な
の
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
、
無
事
に
凶
事
を
終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
官
僚

と
し
て
の
責
務
も
あ
る
が
、
陰
陽
家
と
の
意
見
交
換
を
通
し
て
、
如
何
に

す
れ
ば
無
事
に
儀
式
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
そ
の
答
え
を

導
き
だ
す
こ
と
に
実
資
は
関
心
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

九
五



今
後
に
向
け
て

今
回
は
『
小
右
記
』
に
記
載
の
あ
る
事
例
を
中
心
に
陰
陽
道
の
禁
忌
の

た
め
に
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
発
生
し
た
天
皇
の
錫
紵
事
を
み
て
き
た
。
し
か

し
、
素
服
を
着
す
天
皇
の
実
父
実
母
の
素
服
期
間
の
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
つ

い
て
は
検
証
で
き
な
か
っ
た
。
こ
ち
ら
も
、
十
四
日
間
、
十
五
日
間
と
い

う
延
長
事
例
が
あ
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
延
長
の
判
断
が
な
さ

れ
た
の
か
検
証
し
た
い
。
淳
和
天
皇
、
光
孝
天
皇
と
い
っ
た
古
い
時
代
の

天
皇
に
延
長
が
見
ら
れ
る
の
で
、
陰
陽
道
の
禁
忌
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
影
響

を
及
ぼ
し
始
め
た
の
か
知
る
き
っ
か
け
を
つ
か
み
た
い
。

〔
注
〕

（
１
）
増
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美
子
「
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日

本
家
政
学
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）
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〇
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年
。

（
２
）
稲
田
奈
津
子
「
日
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古
代
の
服
喪
と
追
善
」（『
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古
代
の
喪
葬
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礼
と
律
令
制
』
吉
川
弘
文
館

二
〇
一
五
）

（
３
）
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。

（
４
）
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下
克
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『
平
安
時
代
と
具
注
暦
』（
臨
川
書
店

二
〇
一
七
）

（
５
）
同
右
。

（
６
）
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鎮
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代
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（
７
）
山
下
克
明
『
平
安
時
代
と
具
注
暦
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七
）
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